
組合員のみなさんとドゥコープをつなぐ月刊誌
2009

b生
Pi

組　　合

組合A敦
出井金高

供給高方

;-∴::二･--　L:■

諾意跨闇の箭転
nl'

ナ■･.-_ ,I/r r 1　-1

L-I-日∴jい　てIi　㌻J ･二･: (.:r　_ ･-i

(ヨ亡21⊥0)ことfL Jj

l iZノクー　(‖20-3ヨ√-5612

)〕口⊂ /ター　　L

El同IZJクー　rJで2Ol885-日が3

三Lバーノ5-　0号20-1L18-5rJ2

l■LH jロ-　~l a nu

G)川合日の企F] T･三<J　キなしのことJ ら

]　　　　　　ゆIL.Jq-921-17の

･J- ｣)〔l OO一三一七5　n

r)いcl ｣　ノr r7-5のこと′

l:I卜JUJ　■∴一　二∴

{l･(】 nロ-′ l､5　nr)

.･･ ..　∴　･

rn][｢..) /PFJ (T,JL, 057O鳩目一打印可

) :｢　■/　ll⊂l Ul)-　　5　0n

E LT･clfJ dLICn印し　tJE]l o日rJ

http //u…J Pてll Or W川o cooEl

JUNE 6
b生活協同組合ra731･1

paJ ･ sysi崇JT!

組　　合　　Jt　　軌　　報　　告

101.115人(2009年4月現在)

3547,738万円(2009年4月現在)

14dl4,1 1 1万円　(2009年4月Jl)
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ドゥコープ市民活動支援金

7団体に支援金を
贈呈しました

市矧こよる地域社会作りを応接するドゥコープ市民活動支援金の助成先団体が決まり､

3月28日､さいたま市の浦和コミュニティセンターで､団体を招いて贈呈式を行いました｡

今年は､県内で活動する7つの団体に対して､総額243万円を助成しました｡

2008年度は､ ｢ドゥコープ市民活動支援金｣の特長である"分野を限定

しない" "活動実経のない立ち上げ団体でも応募できる" "使途に人件十

を含むことを認める"などを知ってもらうことに努め､その結果､県内の58の

EZl体から応募がありました｡選考に当たっては､地域の特性に根ざしている

か､地域に貢献する活動であるか､などのポイントについて検討を重ね､組

合員と有識者で構成する市民活動支援金運営委員会による審査と､ドゥコ
ープ組合員が参加する公開選考会を経て､助成先を決定しましたC

贈呈式では､各団体への日額の贈呈と､過去の助成先団体による活動

報告､活動交流を行いました｡市民活動支媒全運営委員会の越河澄子香

員長は｢ドゥコープの支援金制度は､自由度が高く､団体にとって使いやす

い制度になっている｡ぜひ､それぞれの活動に活かして欲しい｣と話しました｡

｢ありがとうございます｡よ,弁当を配達

する車のRl人に使わせていただきます｣

バン工房カウベルの皆さん

>命日　　トつつー7

ドゥコープの

市民活動支援金とは?

環境や福祉など様々な課題の解決

に自発的に取り組み活動している､また

これから活動を始めようとしている埼玉

県内の非営利の市民団体を､資金面で

支援しようとする制度｡ 1999年に創設

され今年で11回目を迎えました｡これま

で87団体に総額2,284万円の助成を

行いました｡



助成先団体と助成理由

噂
特定非営利活動法人

パン工房カウベル
(鶴ヶ島市)

●お弁当事業の整備
他の障害者施設や社会婿祉協議会などへのお弁当の配達用の車両

収入にあてられます｡

- 500,000円

-芸造慧莞禁書呈車両臥への助成は活動の

特定非営利活動法人

.　おにの家
(熊谷市)

㊥配這聾噂5短見に

｢ハンディのある人もない人も共に曲き暮らせる頓を作ろう｣と始めた､

手作りの｢おにつこ味噌｣などの製品を配達する手両を恥入します｡

(高麗壷Ig() 500,000円

〔垂垂)芸慧器生命線であり･助成で活動の前進･継続が期

警十

特定非営利活動法人

エコシティ志木
(志木市)

●志木憲るごと

博物館化計画
志木市がもつ治水に関する辻梢を文化遺

産として広め､地域への誇りと愛書､アイデ

ンティティーを確立する事業の実施に｡

- 460.000円

ー活動の先駆性を評価し乱た｡

認定特定非営利活動法人

ふじみの
国際交流センター
(ふじみ野市)

助成金額

300,000円

助成理由

在日外国人が日本語を

習得し､さらに就労支援
により地域づくりにつな

がっていくことを期待しま

す｡

回為す-る2009.6

読書ボランティアグループ

Jらっく文庫
(所沢市)

(⊃新刊毒の監具､塔だ

小児科などに入院中の患者を対象としたベッドサイドでの読みPBか

せや図書貸し出しサービスに使う新刊本のPl入l= ｡

し些些筆琴) 250,000円

し型準旦)書籍の釈人で､活動の幅が広がることが期待できますo

●
特定非営利活動法人

土と風の舎
(川越市)

e花と野菜でみぬなの
居場所作り事業に
JL園芸活tbを通した子育て支援､子どもの健

全育成､高帯者の健康増進､地域･世代間交流

など､新たなコミュニティづくりに｡

ー300,000円

-芸諾完漂喜警庫に肘る助成で､新たな活動の

一　エコネットとみおか
(所沢市)

rJ ｢ug'bぬぎ山｣とその周辺の整備に

責重な里山｢くぬぎ山Jとその周辺を整備し､自然環境と住民の健康

を守る請動に｡

頭重垂〕 120,000円

rB垂垂)慧禁笠^iA笠i禁警備に必要o活動もさらに活発に

ふじみの国際交流センター理事長　石井ナナヱさん

｢外国人の自立の支捷と国際交流による多文化共生の街づく

り｣という大きな目標を掲げて1 997年から1 3年､多言語での

生活情報誌の発行と生活ガイドのホームページ作成･日本語指

導と子ともたちの学習指g ･生活相談･葡訳･通訳･ドメスティックバイオレンス被害

者のためのシェルターの運営や英語.中国語･韓国語教室･国際わいわいクラブ･子

ともとともに育つ会などの活動を実施してきました｡

国際結婚が全体の7%に及んでいる現在､日本人の子どもの親とし,て在日してい

る外国人女性が急増しています｡しかし､就労の条件は厳しく､書きたくても曲けな

い人がたくさんいます｡

そのなかで特に気になるのが､ DVなどが原因で日本人夫と艶婚し.生活が困窮し

ている人たちです｡生活保護に安穏とし､匂く意欲をなくしている人が1tくさんいる

のです｡私たちは､彼女たちを保育するよりも､自立できる人を育てることに力をい

れるほうが有益と考え､ドゥコープの支控を受け､ 5月からパソコン教室を開くことに

しました｡自分の力で生きていくことの兼PIらしさを実感してほしいと早っています｡


